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m
y

 
眞
.の
共
和
國
的
.自
由

」
(True. C

o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

 

F
r
e
e
d
o
m
)

 

は

自

由

な

る

：：
大.地
.め

享

樂

に

存

，
す：°
眞
の
、自
由
，.は
人
が
彼
れ
の
榮
養
ど
保
全

W
を
受
く
る
所 

.'こ
言

.す

。
，人

：：

は

肉

體

を

支

：ふ

可

_

食

物-5
:
有

：せ

ぎ
:5
よ
，CV

は
、寧
.ろ
肉
體
を
有
せ
ざ
る

R
如
か 

.

.ず
f

:

於
.
'

S

て
,

同
胞

：i
 

6同
胞
ベ

」

の
.抑
制
：は
壓

.

追
：：

且
：づ

衆
.縛
な
\
.

「

佘
は
今

*
;迫
者
：及
び 

被

，壓

追

'者

間

の

關

係̂
於

い

セ

：言H

な

6
、佘
.は
此
處
に

は
內
部
的
.束
縳

fe
.は
.關
與
す
る

乙
ビ

:

な
：' 1

>

孝

：じ

ぐ

之

れ:2:
:

吟
_

す
る
な
ら
ば
、貪

_

驕
慢
、僞
善
、嫉
妬

•

憂
愁
、恐
怖
、自
暴
自
棄
及
び
狂
氣

、

.

.

. 

•

の
如
き
精
神

'

の
内
，部

的

朿

縛

は
.總
べ

1て
或
る

_

の
人
民

が
他
の

も
の
、

上
R

課
せ
る
外
部
的 

朿
.縛
に
よ
つ
て
生
ぜ

し
め

ら

れ
た

る

Z
€

を
余

は
確
信
ず
る

も̂

(
i

b
i

?
P

P
.

 

X7, 

3
0

ゥ
ィ
'ン

、ス 

>

.

:

ゾ
，リ

I

ば
遠
大
な
る
社
墙
的
及
び
經
濟
的
改
造

^

よ
り
て

#

は
る

>

k

非
ざ 

,

れ

ば
、政
治

.的
變
革
が
重

要

な

-5
意
義
を

有

せ
ざ

る

Z
ビ
を
主

張
せ

6
，へ
彼
れ
に
從
へ
ば
、統
治 

は
，總
ベ
て
の
.住
民
が
彼
れ
等

- 0

生
ひ
立
て
る
土
地

^

於
い
て
充
實

S

自
由
.の
裡

^

 

.平
和

k

生 

ff
i

t

/

得
：る
や
，ぅ
：に
、特
殊
の
，法
規
：の
遵
奉
ド
依

^

 

m

大
地

.

及
び
人
類
，：の
生
活
狀
應
を

.

賢
明
且
，つ 

.

自
由

^

_

齊
す
る
に
在
：る

な

大

.
'

(
i

b
i

d
.

,

 

P
,

:

 

2
5
气

.

パ

«

從

つ

て

作

用

 

ず

マ

而

し

で

其

，
の

自

然

'

法
は
肉
體
の
.傾
向
を
し
て
自
然
法
め
合
輝
的
過
程
よ

i

逸
出
せ
し
め

%

ニ
十
六
卷' 

C

S〕

-
1カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時_ボ
の
条
湖
泰
ぴ
與
鹿
姻.:̂

: 

漆
ふ
織 

一
-



锒
ニ
十
六
猞

(

.一
四〕

,
>丨
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
.の
主
權
及
び
財
庳
理
論 

第r

號 

一
四

ぎ
る

.

や
ぅ

.

紀
理

t t

に
ょ

^

て
离
持
せ
ら
る
。

9

0 .

*

こァ
3

0
，
)
。

這
般
の
：共
和
國
：

R

在
ぅ
て
は
、土

*

 

仕
事
場
，及

'

び
.
.

倉
庫
は

.

共
，同
管
理
の
下
に
置
か
る
可

^

も

.
の
な
令

.0

.

.

他
の
.或
る

r

潜
を
し
て
或
る 

物
を
彼
れ

4

办
買

a

、若
し
べ
は
或
石
物
を
彼
れ

R

賣
ら
し
め
ん
る
試
み

.

た：る
；者

'

は
十
二
■個
月 

の
自
由
の

'

喪
失

%

以
り

'

, %

處
罰
せ
.ら

; ^

可
&
も
の
な

- 6
-

.

0

實
際

R

土
地
若
し
ぐ
は
土
地
の
果

. 

實
を
寶
れ

_

-

る；者
は

.
■

死
*

以

：
つ

て

：
處
ー
：罰

：
せ

ら

る

.

可
さ
ち
の
な

'

々

.0
:

.

此
の

.

地
面
は
彼
れ
自
身
の

，p

 

の
^

し
.

V

其
の
同
胞
の

も

'
 

の
，k

_

.

非
ず
ぢ
稱
し
作
る
者
は

.

：十

' 3

個
：月
の
：强
制
勞
働
を
宣
告
せ
，ら 

れ
、而
し
て

-

彼
れ
の
言
葉

^

其
の
前

.

額
R

烙
.

記
背
ら

‘

■

可
し

6

ハ
舸
人
ど
雖
も
、勞
働
を

M

S

し 

4

は
：自
已
琺
を
被
傭

'

勞
«

f

u

て
：貸
出
す
可
ら

^

;'
0

手
：傅
を

®

:

す
る
者
は
若
さ
人
：々

^

し
く
は 

勞
■

働
®

督
に
ょ
：々

:

系

響

し

て

，明

.

記
せ
ら
れ
た
：る
：が

.

如
き
者
の
：勤

.

務
.

を
：利
用
す
る
：を
得
可 

し
ゃ
パ
這
：般

：
の
一

‘

规
則
髮
侵
犯
せ
る
#

は
總
べ

‘
^

十
一

.

一
：
個

月

の

：
强

.

制
：.

勞
働
代
服
せ
：し

：：

め
：ら
る
可
レ
。
 

金
銀

.

は
：鑄

.

貨
た
ら

.

し
め
：&

る
可
.令
も
の

k

:

非
：.

ず
し
て
、唯
怒
皿
、

,

デ
ブ

.

等
家
：内
の
，

'

什
器

' 

に
仕
上 

げ

ら

る

、
を
：得

? 1
.

&

:

も
；

2£

す

。
卜

勞

；働

：：
は

翁
^

の
'

介
.在
な
く
し

.

て
'

勞
働

'

ミ
交
換
せ
ら

.

る
可

&

 

知

の
爷
ず
。

'

貨
.幣

：：

が
總
：べ

'

て
^ :

支
配
を
有
す
る
所
^
於

^

爲
：ら

n

.

ん

€
欲 

す
る
乙
ビ
咏

»

曹
亦
人
；̂

.
7

^

共
'

の
如
ぐ
爆
よ

J
V

J.

命
じ

^

る「
黄
'金
律

」

は
全
然
遵
泰
せ

.

ら
-

る
、

Z

ゼ
な
：
レ
。
/
臂

0
^

JE
義
が
賣
買
せ

&
.る
：
、
の
み
な
&

ず
^

5E
す
ふ

.独
々
に
し
て
貨

%

t
對
.し
 

て
：賣
買
せ

.：

ら
；る
、而
し
て
そ
は〖

あ

;&
ゆ
る
：戰
役
及
び
：«

制
の
：原 

唯
一
の 

例

外

は
、貨
幣
の
.支
柳
を
固
.
«
す
る
'他

國
.ビ

の
，交

換

行

爲

な
々
マ
.而
' し

て
一大

地
：
^
-倉

庫

ビ
は
あ 

ふ
ゆ
：る
家
；族
は
海
し
士
共
同
：な
る
可
.さ
爻
、而
も
：あ
ら
ゆ
る
：家
族
は
，現
在
化
：於
：け
る
，が
如
く
別 

•
個
：k
'坐
活

■す
可

^

.
^
の
な

-̂
°

而
し

.て
ぁ
ら
ゅ
る
人

.の
：家
屋
：妻
子
及
：び
彼
れ
..の：家
：屋
裝
飾
用 

具
若
し
.く

は

彼

れ

が

倉

庫

ょ

矣

へ

歸

&

た

る
か

又
.は
其
の
ぃ
家
族
の
へ
必
要
な
る
M
途

R

備
へ 

た
る

_

べ
て
の
^

は
'悉

;<
'
-該
象
族
办
：平
べ
和
の
爲
め
^

乏

れ

k

對
す
る
財
產
た
ふ
な
气

-

「

あ
，ら

. 

ゆ
る

X

.
のノ家：屋

_

具
及

' び
：彼
れ
が
倉
庫

4
 

6
,
齎
す
：
'食
•料
は
：
®
'
.ら
，彼
れ
：肖
一
身
k
:屬
す
る
.
%
の
k 

しV3'

同
樣
.
^
.
_
,
は
«

ら
其
'の
：夫
に
、而
，し
.で
‘失
.は
：
其

：，
の®

^
屬
す
る
：
,
.の：：

な
み

.
/

(ibid.; p. 

2400.

め
夕
彳
ン
ス
？タ
ン
ソ

I

若
し
く
は
其
の
同
志
の
一
人
は
一
千
六
百
四
十
八
十
二
为 

Light 

S
h
m
i
n
g

 in 

B
u
c
k
i
n
g
h
a
m
s
H
r
e
—

-
A

 

Discovery 

o
f 

the M
a
g

 

Original 

Cause 

of all the 

Slavery of the 

World, 

but 

C
H
&
y

 

in 

England, 

p
r
e
s
s
t
e
d

 

b
y

 

w
a
y

 

of a 

Declaration 

of m
a
n
y

 

of the

welvaffected 

in that 

County, 

to 

all their 

PQOr 

oppressed 

C
o
u
n
t
r
y
m
e
n

 

in 

E
n
g
i
a
n
d
'
A
n
d

 

also 

to

. 

-.
.
.
.
. 

- 

•
'
. 

. 

.

the 

consideration 

of the present 

a
r
m
y

 

under the conduct 

of the 

L
o
r
d

 F'airfax' 
の
m

下
こ
於
い
て

第二一

十六#
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五
；> 

マ
丨
カ
ン
チ
议
ズ
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權
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び
財
產
琿
論
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號

_ 

r
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六
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)

：：
マ
火
ヵ
ジ
チ
リ

.ズ
'̂

時
代
が
^
權
及
次
财
康
迦
論 

.

'

.

卜

依一

號 

' 1,

六

デ
ィ
ッ
ガ
.丨

©
最
初
：の
姐
'
.版
：物

2:
:
:
.
出
し
、而
し
て
避
れ
ょ
々
一
ヶ
月
の
：：後

^
'
於
い
て
、ゥ
ィ
レ
：
>

タ
.

ン
リ 

I
H
1I
1
C 
の
‘Ne

w
w
L
a
\
\
7

 o
f
:

分 

the whole: 

creatis,,fronl
-̂ 
 ̂

•.

- 

..' 

. 

.

f
 

6
^
- 

^
Q
^
, 

^

§

a

 

the 

n
e
w

 

Earth, 

wherein 

dwells 

s
g
h
t
s
u
s
q
e
s
s
.
:

を
•
出
' 
版

，し

て
.刺

«
,的

.な
'る

#-
敎
：的

語

句
'の
，
多

く
.を

以

，つ
ぐ
て.其
の
土
地

,1
1

ハ
^
■の 

提

_

.

¥被
歯

.

.せ
务

>:
-0へ
>
.
:
.
>
|'
.
'•:
>
:■::
:
'

.

..-.:
.
H

 

:
:へ

:：
:

:

':
--
:

-
ハ

。
'.
'
:、

-
共
^
猶

く ：

所
^
據

れ(

ば
、初

^

A
:間

ば完
：：

全
.

H

劍
造
.：

せ
ら
れ
た
る
も
、

其

の
後

自
愛
、
貪
继
及

.び 

W
體
的
嫔
.惱
疼
從

^

’に
A

$

c其
め

本

來
の
地
位

'上
.
A
墮

落

：

せ
：.C

V
?

之

れ
R
'績
ぃ
で
土
地
の 

領

有
、
寶
贸

•「

我
：於
：
物i:

及
}び「

汝「
の〗
物」

の
ー
.
區

柄

財
產
を

擁
議
す
可
さ
市
民

法

を

生
ず
る
に
至
へ
而 

::

し
て
其
の
結
.：果

ビ

も
せ 
'人

々
を
^

て
，彼
れ
等
の

-©
た
.る

大

地
i
 
P
榮
養
を
求
む
る
乙

.V
J
V
J
抑 

M

す 

'る

Z
€

ゝ
©

れ
、
3
。
-'
:■斯

彳
の
，如

&

は
總
べ
て
ホ
疋
へ
の
Fr
業
、換
、言
す
れ
.ば
、普
遍
的

自

r!
1
の 

源
泉
を
痕

&

止」

め
’而
し
て

S

萬
物
を
束

.縛
，悲
歎
及
，び
淚
の
匿
の
下
に
致
せ
る
最
初
の
ァ 

ダ
ム

:

の」

所
：業

な

ぅ

さ

。:

蓋
し
地
所
を
彼
れ
等
：の
も
の
ビ

/呼
ぶ
領
主

V」

此
の
特
殊
の
財
産
を
擁 

譴
：す

^

支
.配
者
の
存
す
る
限
：

^
、庶
民

.は
自
由
な
ら
ざ
名
可
し

:'
0

其
の
本
初

R

於

S

て
#
し
た 

名
が
如
く
、大

.池
を

.し
て
共

词
..

の
寶
庫
た
ら
し
む

6 u
よ
.P
て
.の
み
、最
初
.の
ア
ダ

;A
、即
ち
貪
發
、

商
負
，及

.

，び
.

嫉
妬
は
除
去
せ

.

. &
*-
5

;

ハ
を

#

可

く

し

、
て
、
而

.
7

P
:

何

物

w

雖

■
T
f

富

者

ょC
y

奪

は
.
■

る
，
可

さ
 

R .

非

ず

：。
.

'

「

賓

赛
k

u

r c
'

猶

ほ

此

のi

の

も

の』

キ

び『

1

の

も

，
の|

る

與

有

權

を0

_

す

る

芯
 

甘
^

彼

れ

等

ぃ

を^

て
；

.

肩

;3

め
.
‘

韦

を
.

：
以

：
^

%

.

自
^

の
；
雄

所

女#

^

上

。.

ハ

而

し.

て
k

地

は
. 

『

_

我
'
:

れ
#

の

も
.

の

乾
: 6

^

_

:

が

：
‘
^

の』

^

非

ず

；
ビ

稱
.

す

る

：
庶

民^

し
、
て

共

：
れ

.

勞
«

せ
し
め
%
、共 

翁
地
‘

^

岳
與
び
丘
‘

陵
^

土
仏
共
欠
麵

.

.

麴
.

を

：
食

せ'

:(
>

む
可
し

0

,

'
.蓋
b

構
•

圍

地

，
が
、
斯y

f f
x

の
人 

の
：*

地
.

贫
稱
せ

.

&

る
；
' >
^

如

乂

、
共̂

地
襄

^

埤
は
塬
民

0

.

^

:

の
：芩
稱
せ
：多

^

/

v

が
故
な

A

 

r

-L
y,
 

X 0

人

.I
r
b
x
:
.
正
.し
.ベ
.大
：地
；を

»

転
：す

.5
;は
，何
人
な

.

や̂
、又
神
が

«

福
：を

.與
ふ

.る

.は
何

' 

人
な
，
4

や
；を
知
ち

1>
、め
、難
れ
：：等

を

可

u
o
v.何
人
も
；. 

其
' の
權
.

^̂•
麵

れ

等

ょ

‘
^
奪
は
：̂

->
で
'异
ふ
.を

#
ず
。

即」

,?
>

#
者

知

し

^
ー_

咏

彼

れ

：.
等

自

身
 

の
.
み
k

て
i勞

作

せ

，
し
，
め
®

^
^-
貧

民

^
:し
て
.彼

^

等

自#

k
2-
?>
て
.
'相

共

R
勞
作
せ
も
む
可
. 

P 

6
富
"者
.は
%

れ
：
等.
.の
鼻
園
：地

^
在
か
モ
、『

t
へ
は
_
:が
有
：な
：

>
c
v
s

稱
し
、10
も
'
:5
-
貧

#

は
共
育 

地

上

奶

於

s

 

_

之
は
：娥
れ

.

.

等
衫
：名
の
，

.

な
沒
，大
地
贫
其
め
續

y』

.
^
.
t
^
'p
:
;
w

て̂
.、

r

ベ
1?
_芩

^

d
り

^
何
，̂

か
*

民

の

爲

め

k
。寒
せ
基

嗶

が

爲

め

S

 
.

◎
卓
麟
を
_

#
ず
：对

や

,

爆

魔

(

特

殊

§

益)の
；：

#

め
：̂

®

S

*

し
：：

方

猶

.
ほ

第u

十
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i
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1
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ナ
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.第
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